
平成29年度全国学力・学習状況調査 概要 【交野市】 

■調査の目的  ♦義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童・生徒の学力や学 

            習状況を把握・分析し、教育施策の結果と課題を検証し、その改善を図る。 

           ♦学校における児童・生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。 

           ♦そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

■調査の概要 

♦調査実施日 ： 平成29年4月18日（火）  ♦調査の対象学年 ： ①小学校第6学年  ②中学校第3学年 

♦調査を実施した学校、児童・生徒数 ： ①小学校 ：  1,011,407人（交野市 ：10校、684人） 
                          ②中学校 ：  990,567人（交野市  ：    4校、777人） 
♦調査内容 ： (1)教科に関する調査（国語、算数・数学） 

主として「知識」に関する問題（A） 主として「活用」に関する問題（B） 

・身に付けておかなければ後の学年等の学習内容  

 に影響を及ぼす内容 

･実生活において不可欠であり常に活用できるよう 

 になっていることが望ましい知識・技能 など 

・知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する 

 力 

・様々な課題解決のための構想を立て実践し評価・ 
 改善する力 など 

(2)生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査 

  ●児童・生徒に対する調査 （学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関する調査） 
  ●学校に対する調査（指導方法に関する取組や人的・物的な教育条件の整備の状況等に関する調査） 
 

※本調査により測定できるのは、学力の特定の一部であり、学校における教育活動の一側面 に過ぎませ 

  ん。序列化や過度な競争につながらないよう十分配慮します。 

※交野市全体の児童・生徒の現状を十分に把握して、今後の教育施策に反映させ、「生きる力」 を育むこと 

  に活用します。 

※国立教育政策研究所：http://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html 
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【平成29年度 全国学力・学習状況調査 交野市】 

【平均正答率】 【平成21年度～平成29年度 区分別正答率】 

  【結果概要①】 平成29年4月18日実施   

小学校 交野市 大阪府 全国

国語Ａ 72.1 72.0 74.8

国語Ｂ 56.6 54.0 57.5

算数Ａ 78.6 78.0 78.6

算数Ｂ 45.0 45.0 45.9

中学校 交野市 大阪府 全国

国語Ａ 79.0 75.0 77.4

国語Ｂ 72.4 69.0 72.2

数学Ａ 68.1 64.0 64.6

数学Ｂ 48.9 46.0 48.1

交野市 全国
交野市
－全国

交野市 全国
交野市
－全国

交野市 全国
交野市
－全国

交野市 全国
交野市
－全国

交野市 全国
交野市
－全国

交野市 全国
交野市
－全国

Ａ区分 69.9 69.9 0.0 62.9 62.7 0.2 69.8 72.9 -3.1 68.9 70.0 -1.1 71.7 72.9 -1.2 72.1 74.8 -2.7

Ｂ区分 49.5 50.5 -1.0 47.4 49.4 -2.0 50.6 55.5 -4.9 63.4 65.4 -2.0 55.3 57.8 -2.5 56.6 57.5 -0.9

Ａ区分 78.0 78.7 -0.7 78.1 77.2 0.9 77.4 78.1 -0.7 74.8 75.2 -0.4 77.6 77.6 0.0 78.6 78.6 0.0

Ｂ区分 54.6 54.8 -0.2 57.8 58.4 -0.6 58.2 58.2 0.0 44.3 45.0 -0.7 46.5 47.2 -0.7 45.0 45.9 -0.9

― ― ― ― ― ― ― ― ― 57.7 60.8 ― ― ― ― ― ― ―

Ａ区分 73.6 77.0 -3.4 74.9 76.4 -1.5 79.0 79.4 -0.4 75.6 75.8 -0.2 75.7 75.6 0.1 79.0 77.4 1.6

Ｂ区分 68.2 74.5 -6.3 64.3 67.4 -3.1 50.9 51.0 -0.1 67.5 65.8 1.7 66.5 66.5 0.0 72.4 72.2 0.2

Ａ区分 62.0 62.7 -0.7 67.1 63.7 3.4 70.5 67.4 3.1 67.9 64.4 3.5 64.5 62.2 2.3 68.1 64.6 3.5

Ｂ区分 53.2 56.9 -3.7 41.7 41.5 0.2 60.8 59.8 1.0 44.6 41.6 3.0 45.9 44.1 1.8 48.9 48.1 0.8

― ― ― ― ― ― ― ― ― 54.9 53.0 ― ― ― ― ― ― ―
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学
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【結果概要②】 

【学力向上に向けた5観点】 

平成29年4月18日実施   

【平均正答率】 ・小学校 ： 算数Aは全国と同じ数値だったが、他の教科・区分では全国平均を下回った。 

          ・中学校 ： すべての教科・区分で全国値を上回った。 

 

【無解答率】   ・小学校 ： すべての教科・区分で減少傾向が見られた。 

                        ・中学校 ： 国語Aを除く教科・区分で減少傾向が見られた。 

 

【学力向上に向けた取組み】 
・「授業づくり」では、昨年度より肯定的な回答が大幅に増加した。とりわけ、「授業の目標の提示」や「授業の最後の学習の
振り返り活動」に関する数値が上昇傾向にあり、小・中ともに授業改善が進んでいる様子が見られる。 

（取組みの観点１・3は学校質問紙、観点2･4･5は児童･生徒質問紙において肯定的な回答をした割合を示している） 

平成29年度 全国学力・学習状況調査 【交野市】   

H25 H26 H27 H28

成　果　指　標 市平均 全国平均

学校全体の学力傾向や課題を全教職員
の間で共有する

50.0% 50.0% 80.0% 70.0% 40.0% 62.5%

学級運営の状況や課題を全教職員の間
で共有する

― 40.0% 60.0% 60.0% 70.0% 58.1%

授業で自分の考えを発表する機会
増やす

84.5% 84.1% 84.4% 81.9% 84.9% 84.7%

授業で友達との間で話し合う活動
を増やす

82.3% 84.1% 81.3% 81.9% 87.1% 84.5%

授業の中で目標を示す ― 48.1% 81.1% 86.4% 90.4% 88.2%

授業の最後に学習内容を振り返る
活動を増やす

― 34.4% 67.7% 75.5% 76.1% 76.2%

3 学習規律
私語が少なく落ち着いている教室
をつくる

40.0% 50.0% 60.0% 40.0% 50.0% 39.3%

家で授業の復習をする子どもたち
を育てる

38.5% 41.0% 40.4% 33.9% 37.9% 53.8%

普段の日の家での学習時間が30分
未満の子どもたちを減らす

21.4% 23.2% 24.2% 24.3% 24.7% 11.3%

5
読書習慣
の定着

読書に親しむ子どもたちを育てる 74.6% 76.1% 73.4% 73.3% 71.2% 79.4%

市平均

【　小　学　校　】 H29

取組の観点

1
組織的な
推進

2 授業づくり

4
自学自習
力の向上

H25 H26 H27 H28

成　果　指　標 市平均 全国平均

学校全体の学力傾向や課題を全教職員
の間で共有する

25.0% 50.0% 75.0% 75.0% 75.0% 56.5%

学級運営の状況や課題を全教職員の間
で共有する

― 50.0% 75.0% 50.0% 75.0% 49.6%

授業で自分の考えを発表する機会
増やす

70.0% 74.0% 82.0% 83.1% 80.1% 84.4%

授業で友達との間で話し合う活動
を増やす

53.7% 63.4% 71.2% 73.8% 78.6% 81.8%

授業の中で目標を示す ― 48.1% 74.7% 82.4% 86.6% 87.8%

授業の最後に学習内容を振り返る
活動を増やす

― 34.4% 47.9% 56.1% 67.9% 66.1%

3 学習規律
私語が少なく落ち着いている教室
をつくる

25.0% 50.0% 75.0% 100.0% 75.0% 53.0%

家で授業の復習をする子どもたち
を育てる

37.7% 39.9% 39.4% 45.7% 42.6% 50.5%

普段の日の家での学習時間が30分
未満の子どもたちを減らす

17.1% 16.2% 20.1% 16.8% 20.7% 13.2%

5
読書習慣
の定着

読書に親しむ子どもたちを育てる 60.5% 65.7% 65.2% 66.2% 61.5% 64.2%

市平均

2 授業づくり

4
自学自習
力の向上

1
組織的な
推進

【　中　学　校　】 H29

取組の観点



【教科に関する調査及び生活習慣や学習規律等に関する調査より】 
平成29年度 全国学力・学習状況調査 【交野市】   



【小学校国語 A区分】 （主に「知識」に関する問題）   

・平均正答率は全国値を2.7ポイント下回り、対全国比も昨年度より下回った。 

・正答数分布の様子は、全国・交野市共に第13問を頂点とした右寄りの山型を描いている。 

・領域・観点・問 

 題形式別正答 

 率の状況は全 

 国と同傾向にあ 

 る。「短答式」・ 
 「書くこと」・「書 

 く能力」につい 

 ては、全国値を 

 下回っている。 

平成29年度 全国学力・学習状況調査 【交野市】   

【正答数分布】 



【小学校国語 A区分 】 ■課題の見られる問題■   

平成29年度 全国学力・学習状況調査 【交野市】   

【問題７】 
漢字を読んだり書いたりする。    

 

■出題の趣旨 

 

 学年別漢字配当表に示されている漢字を
正しく読んだり書いたりすることができるか
どうかをみる。 

 

■正答率・無解答率   

 7－（1）正答率  36.3％（全国：42.0％） 
      無解答率 15.2％（全国10.6％） 
 7－（5）正答率  72.7％（全国：76.8％） 
      無解答率 17.1％（全国11.8％） 
 



【小学校国語 Ｂ区分】 （主に「活用」に関する問題）   

・平均正答率は全国を下回ったものの、対全国比は昨年度の値を上回っている。 

・正答数分布の様子はおおむね全国の状況と同傾向で、全国は6問、交野市は5問を頂点とした右よりの山 

 型を描いている。 

・領域・観点・問  

 題形式別正答 

 率の状況は全 

 国とおおむね同 

 傾向である。 

・「読むこと」「関  

 心･意欲･態度」  
 「読む能力」  
 「記述式」で低 

 い値を示してい  

 る。 

平成29年度 全国学力・学習状況調査 【交野市】   

【正答数分布】 



【小学校国語 B区分 】 ■課題の見られる問題■   

平成29年度 全国学力・学習状況調査 【交野市】   

【問題３三】   

「きつねの写真」から取り上げた
言葉や文をもとに、松ぞうじいさ
んととび吉がきつねだと考えた
わけをまとめて書く。   

■出題の趣旨  物語を読み、具体的な叙述をもとに理由を 

  明確にして、自分の考えをまとめる。 

■正答率・無解答率 

 3二 正答率 29.1％（全国：28.0％）  無解答率 6.5％（全国3.2％） 
 3三 正答率 31.7％（全国：43.7％）   無解答率 29.1％（全国19.4％）    



【小学校算数 A区分】 （主に「知識」に関する問題）   

・平均正答率は全国と同じ数値だった。対全国比も昨年度と同じ数値だった。 

・正答数分布の様子は概ね全国の状況と同傾向で、全国、交野市ともに15問を頂点とした左歪曲分布で 

 ある。 

・領域・観点・問  

 題形式別正答  

 率の状況は全  

 国と同傾向であ 

 る。 

・「量と測定」で  

 全国値をやや 

 上回っている。 

平成29年度 全国学力・学習状況調査 【交野市】   

【正答数分布】 



【小学校算数 A区分 】 ■課題の見られる問題■   

平成29年度 全国学力・学習状況調査 【交野市】   

【問題９（２）】   

二次元表の合計欄に入
る数を書く。   

■出題の趣旨   

 資料から、二次元表の合計欄に入る数を求めることができる。 

■正答率   55.2％（全国：62.8％） 
  無解答率  6.5％（全国：5.1％） 



【小学校算数 Ｂ区分】 （主に「活用」に関する問題）   

・平均正答率は全国値を下回り、対全国比も昨年度より下回った。 

・正答数分布の様子はおおむね全国の状況と同傾向で、全国、交野市とも5問を頂点とした山型を描いている。 

・領域・観点・問 

 題形式別正答 

 率の状況は全 

 国と同傾向であ 

 る。 

・「図形」「記述 

 式」で特に低い 

 値を示してい 

 る。 

平成29年度 全国学力・学習状況調査 【交野市】   

【正答数分布】 



【小学校算数 B区分 】 ■課題の見られる問題■   

平成29年度 全国学力・学習状況調査 【交野市】   

【問題５（２）】 

与えられた情報から、基
準量、比較量、割合の
関係を捉え、「最大の満
月の直径」に近い硬貨を
選び、選んだわけを書く。 

■出題の趣旨 

 身近なものに置き換
えた基準量と割合を基
に、比較量に近いもの
を判断し、その判断の
理由を言葉や式を用
いて記述できるかどう
かを見る。 

■正答率   

 11.5％（全国13.2％） 
 無解答率 

 10.2％（全国8.7％） 



【中学校国語 Ａ区分】 （主に「知識」に関する問題）   

・平均正答率は全国を1.6ポイント、対全国比は昨年度より上回った。 

・正答数分布の様子は全国の状況と同傾向で、30問を頂点とした右よりの山型を描いている。 

・領域・観点・問  

 題形式別正答 

 率の状況は全 

 国と同傾向であ 

 る。 

・「読むこと」「読 

 む能力」等で全 

 国値をやや上 

 回っている。 

平成29年度 全国学力・学習状況調査 【交野市】   



【中学校国語 A区分 】 ■課題の見られる問題■   

平成29年度 全国学力・学習状況調査 【交野市】   

【問題９五】 

話合いの記録として適切な言葉を考
える。    

 

■出題の趣旨 

 事象や行為などを表す多様な語句
について理解する。 

 

■正答率  35.7％（全国：35.8％） 
 無解答率  10.5％（全国：13.1％） 
 



【中学校国語 Ｂ区分】 （主に「活用」に関する問題）   

・平均正答率は全国平均値を上回り、対全国比も昨年度の値を上回っている。 

・正答数分布の様子は全国の状況と同傾向で、全国は8問を、交野市は9問を頂点とした右よりの山型を描い 

 ている。 

・領域・観点・問  

 題形式別正答 

 率の状況は全 

 国と同傾向であ 

 る。 

・「書くこと」「関 

 心・意欲・態度」 
 「記述式」で低 

 い値を示してい 

 る。 

平成29年度 全国学力・学習状況調査 【交野市】   



【中学校国語 B区分 】 ■課題の見られる問題■   

平成29年度 全国学力・学習状況調査 【交野市】   

【問題２三】 

スピーチの内容を聞き手からの意見に基
づいて直す。   

■出題の趣旨 

 相手の反応を踏まえながら、事実や事柄が相手
に分かりやすく伝わるように工夫して話す。 

■正答率  56.0％（全国：57.6％） 
 無解答率 7.1％（全国：5.8％） 



【中学校数学 Ａ区分】 （主に「知識」に関する問題）   

・平均正答率は全国を3.5ポイント上回り、対全国比も昨年度を上回った。 

・正答数分布の様子は全国の状況と同傾向で、全国・交野市ともに33問を頂点とした右よりの山型を描いて 

 いる。 

・領域・観点・問  

 題形式別正答 

 率の状況は、す 

 べての項目に 

 おいて全国を上 

 回っている。 

平成29年度 全国学力・学習状況調査 【交野市】   



【中学校数学 A区分 】 ■課題の見られる問題■   

平成29年度 全国学力・学習状況調査 【交野市】   

【問題９】 

長方形の縦の長さと面積の
関係を「・・・は・・・の関数であ
る」という形で表現する。    

 

■出題の趣旨 

 関数の意味を理解している。 

 

■正答率  22.5％（全国：20.6％） 
 無回答率 20.3％（全国：20.6％） 
 



【中学校数学 Ｂ区分】 （主に「活用」に関する問題）   

・平均正答率は全国を上回り、対全国比は昨年度より下回った。 

・正答数分布の様子は全国の状況とほぼ同傾向で、全国は6問、交野市は5問を頂点としたやや左よりの山 

 型を描いているが、10問・11問については全国値より高い値を示している。 

・領域・観点・問  

 題形式別正答 

 率の状況は全 

 国と同傾向であ 

 る。 

・「資料の活用」  

 「数学的な見方 

 や考え方」「記 

 述式」で特に低 

 い値を示してい 

 る。 

平成29年度 全国学力・学習状況調査 【交野市】   



【中学校数学 B区分 】 ■課題の見られる問題■   

平成29年度 全国学力・学習状況調査 【交野市】   

【問題５（３）】 「（運動時間が）420分未満より420分以上の女子の方が、合計点が高い傾向にあ
る」と主張できる理由を、グラフの特徴を基に説明する。 

■出題の趣旨 

 資料の傾向を的確に捉え、判断の理由を数学的な表現
を用いて説明することができる。 

■正答率  12.0％（全国：17.6％） 
  無解答率 31.1％（全国：31.2％） 
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【児童・生徒アンケートの結果概要】 
平成29年度 全国学力・学習状況調査 【交野市】   

                              ■「朝食を毎日食べている」児童・生徒の割合が昨年度より小学校で増加、 

                                中学校で減少（小：84. 7%→85.7%・中：83.3%→80.9%）した。全国との比較に 

                                おいては小中ともに低い結果となった。 

 

■「毎日、同じくらいの時刻に起きている」児童・生徒の割合が昨年度より小中ともに増加（小：90.7%→91.3%・中89.8%→91.3%） 
  した。しかし、全国（小:91.2%・中:92.4%）との比較においては、中学校では1.1%低い結果となった。  

 

■「毎日、同じくらいの時刻に寝ている」児童・生徒の割合が小学校は昨年度から増加、中学校で減少（小:77.9%→80.1%・ 
  中:75.2%→73.8%）した。全国（小:79.8%・中:75.6%）との比較においては中学校で低い結果となった。 

 

 

 

■「普段の日の家での学習時間が30分未満」の児童・生徒の割合が、昨年度より小・中学校ともに  

  増加 （小:24.3%→24.7%・中:16.8%→20.7%）した。 

  全国（小:11.3％・中:13.2%）との比較においては小中ともに高い結果となった。 

 

■「家で、学校の授業の復習をしている」児童・生徒の割合が、昨年度より小学校で増加、中学校で 

  減少（小:33.9%→37.9%・中:45.7%→42.6%）した。 

  全国（小:53.8%・中:50.5%）との比較においては小中ともに大幅に低い結果となった 

 

 

 

■「普段の日の家や図書館での読書について、全くしな 

  い」以外の児童・生徒の割合は、昨年度より小・中学校 

  ともに減少（小:73.3%→71.2％・中:66.2%→61.5%） 
  した。 

  全国（小:79.4%・中:64.2%）との比較においても 

  小・中学校ともに低い結果となった。 

                     
 

 

■「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思う」児童・生徒の割合が、昨年度より減少（小:95.8%→94.9%・  

  中:94.1%→87.5%）した。全国（小:96.1%・中:92.8%）との比較においても小・中学校ともに低い結果となった。 

 

■「学校のきまり（規則）を守っている」児童・生徒の割合が、昨年度より小学校で増加、中学校で減少（小:88.1%→89.1%・  

  中:95.9%→95.4%）した。 

  全国（小:92.6%・中:95.2%）との比較においては、小学校で低い結果となった。 

 

 

 

■「自分にはよいところがあると思う」児童・生徒の割合が、昨年度より小学校では増加、中学校で減少（小:74.7%→76.1%・ 
  中:63.6%→60.6%）した。 

  全国（小:77.9%・中:70.7%）との比較においては小中ともに低い結果となった。 

 

■「将来の夢や目標をもっている」児童・生徒の割合が昨年度より小学校で増加、中学校で減少（小:83.0%→85.4%・ 
  中:72.1%→67.3%）した。全国（小:85.9%・中:70.5%）との比較においては、小・中学校ともに低い結果となった。 

 

 

 

 

 

■「授業の内容はよくわかる」児童・ 
  生徒の割合が 

 

①国語においては昨年度より小学 

 校が増加、中学校は減少 

 （小国:76.7%→80.0%・ 
   中国:72.7%→69.1%）した。 
 

②算数・数学においては昨年度より 

 増加 （小算:78.4%→80.2%・ 
   中数:69.1%→71.5%）した。 
 

 

 

■前年度までの授業において、 

 

 ①「学級の友達（生徒）の間で話し  

  合う活動をよく行っていた」児童・ 
  生徒の割合が増加 

  （小:81.9%→87.1%・   

       中:73.8%→78.6%）した。 
 

 ②「自分の考えを発表する機会を 

  与えられていた」児童・生徒の割 

  合が昨年度より小学校で増加、 

  中学校で減少 

  （小:81.9%→84.9%・ 
      中:83.1%→80.1%）した。 

 

 ③「授業の中で目標が示されてい 

  た」児童・生徒の割合が昨年度よ 

  り増加 

  （小:86.4%→90.4％・ 
      中:82.4%→86.6%）した。 
 

 ④「授業の最後に学習内容を振り  

  返っていた」児童・生徒の割合が 

  昨年度より増加 

  （小:75.5%→76.1%・   
      中:56.1%→67.9%）した。 



【確かな学び】（児童・生徒アンケートの結果概要） 
平成29年度 全国学力・学習状況調査 【交野市】   

◆「国語・算数（数学）の授業の内容がわかる」 
  と回答した割合は、小学校では全国を下 

  回っている。 

 

◆「家で学校の授業の復習をしている」と回答 

  した割合は、小・中ともに全国を下回ってい 

  る。 

 

◆「1日あたりに勉強する時間が30分未満」と 

  回答した割合は、小・中ともに全国を上回っ 

  ている。 

 

◆「1日に読書を全くしない」と回答した割合は、 

  小・中ともに全国を上回っている。 



【豊かな人間性と夢】（児童・生徒アンケートの結果概要） 
平成29年度 全国学力・学習状況調査 【交野市】   

◆「最後までやりとげてうれしかったことがあ 

  る」と回答した割合は、小・中ともに全国とお 

  おむね同じ水準にある。 

◆「将来の夢や目標を持っている」と回答した   

  割合は、小学校では全国とおおむね同水準 

  であるが、中学校は全国を下回っている。 

◆「自分にはよいところがある」と回答した割合 

  は、小・中ともに全国を下回っている。 

◆「人の役に立つ人間になりたい」と回答した 

  割合は、小学校では全国を上回っているが、  

  中学校は下回っている。 

◆「いじめはどんな理由があってもいけないこ 

  とだ」と回答した割合は、小・中ともに全国を  

  下回っている。 



【基本的な生活習慣】（児童・生徒アンケートの結果概要） 
平成29年度 全国学力・学習状況調査 【交野市】   

◆「朝食を毎日食べている」と回答した割合は、 

  小学校では全国と同水準であるが、中学校 

  は下回っている。 

◆「毎日、同じくらいの時刻に起きている」と回 

  答した割合は、小学校では全国と同水準で 

  あるが、中学校では全国を下回っている。 

◆「毎日、同じくらいの時刻に寝ている」と回答 

  した割合は、中学校は全国を下回っている。 

◆「1日あたりのメール等をする時間が1時間以 

  上」と答えた割合は、小・中ともに全国を上 

  回っている。 

◆「1日あたりのゲームをする時間が1時間以 

  上」と答えた割合は、小・中ともに全国を上 

  回っている。 



【平成29年度全国学力・学習状況調査 まとめ】 

■教科に関する調査より 

 ◇平均正答率について、全国平均と比較すると、 

  ・小学校では、全国平均との比較において、算数Ａで全国と同水準であったが、それ以外については、全国平均を下回る結果となった。 

  ・中学校では、すべての教科・区分において、全国平均を上回る結果となった。 

 ◇無解答率について、昨年度の交野市の結果と比較すると、 

  ・小学校では、すべての教科・区分において無解答率の割合は減少し、大幅に改善が見られた。 

  ・中学校では、国語Ｂ・数学Ａ・数学Ｂについては、無解答率の割合は減少し、改善が見られた。しかし、国語Ａについては、昨年度より微増し,課題が見ら     

    れる結果となった。 

 

■生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査より 

  ・各学校において、授業改善が進み、「授業づくり」に関する項目では、肯定的な回答が増加した。しかしながら、「読書習慣の定着」においては、昨年度と 

    の比較及び全国値との比較の両方において、小・中学校ともに下回っており、今後の課題といえる。 

  ・「最後までやり遂げてうれしかったことがある」と答えた児童・生徒の割合は、小・中学校ともに全国平均とおおむね同水準であった。その一方で「自分に 

   はよいところがある」と答えた児童・生徒の割合は、小・中学校ともに全国平均を下回り、課題が見られる結果となった。 

    

◆交野市教育委員会として、今回の結果も踏まえ、今年度後半に以下の取組みを行います。 

 ① 授業の充実・・・学力向上担当者会において、「かたのスタンダード」に基づいたペア・グループ学習や、授業の最後のふりかえりに関しての意識の向上 

              について働きかけ、「すべての子どもがわかる・できる授業づくり」を一層進めます。また、先進地域の取組みを各校に紹介し、授業の充 

              実・教育活動の充実を図ります。個別の学校の課題に対しては、消耗品等の支援もします。 

 ② 学校への人的支援・・・35人学級を小学校6年生にまで拡大したことに加え、学校の課題に応じた学校支援員の派遣を充実させることで、よりきめ細や 

                  かな指導ができるようにします。また、大学生（EF＝イングリッシュフレンド、SNS安全教室指導員）やプログラミング補助員等の 

                   外部人材の派遣により、児童の学習意欲の向上を図ります。 

 ③ 「小中一貫教育の推進」・・・小中一貫教育の取組みの中で、小・中学生の交流や小学校間の交流を支援し、自己有用感や自尊感情、学校や校区に対            

                                                   する愛着を高めます。また、プログラミング学習や外国語活動等を通じ、子ども同士が協同しながら学び合える体制を整え 

                                                   るなど、学習活動の更なる充実を図ります。 

 ④ 学校と家庭との連携・・・「学園（中学校区）プラン2018」（仮称）の作成を支援し、学校・保護者・地域が共通の目標を持って子どもたちの育成ができるよ 

                   うにします。 

 ⑤ 「読書推進活動の定着」・・・教育委員会、学校が連携し、小・中学校への学びあいサポーターや図書館アドバイザーの派遣等を通じて、学校図書館を授 

                                                   業で積極的に活用することで、子どもの読書習慣の定着と言語活用力の向上をめざします。 


